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青少年交換オリエンテーション報告
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クラブ紹介 ： 巻ロータリークラブ
　　　　　　　   高田ロータリークラブ
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　　　　　　　　 糸魚川中央ロータリークラブ
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「ロータリーを実践し	 みんなに豊かな人生を」	 
記事：Daniela Garcia  

米国サンディエゴで開催中の 2013年国際協議会の開会本会議で、ロン・バートン会
長エレクトが 2013-14年度のテーマ、「ロータリーを実践し	 みんなに豊かな人生を」
を発表しました。国際協議会は、次期地区ガバナーが世界中から集まり、次年度の就

任に向けて研修を受けるための会合です。  

「ロータリーの奉仕の発展を心から願うならば、今、ここにいる私たちが抱いている

のと同じ気持ちを、すべてのロータリアンに抱いてもらわなければなりません」とバ
ートン会長エレクト。「すべてのロータリアンが重要な役割を果たすようにするとと

もに、その貢献を称えることが必要です」  

ロータリー財団の新しい補助金モデル が 7月から全地区に導入されることに触れた
会長エレクトは、今がロータリアンにとって「興奮に満ちたとき」であると述べまし

た。2010年以来、約 100の試験地区が活用してきた新しい補助金モデルは、「ロータ
リー財団の新たな時代の幕開け」であり、人々の人生を豊かにするロータリーの可能

性を実現する機会であると、会長エレクトは述べます。「（未来の夢は）ロータリー
の素晴らしさをすべて取り入れ、さらに大きく、持続可能な国際プロジェクトを促す

と同時に、地域社会のニーズに応える地元プロジェクトの柔軟性を高めることによっ
て、ロータリーを新しい次元へと昇華させるもの」と話す会長エレクトは、新システ

ムへの移行において、地区ロータリー財団委員長と協力してクラブを援助するよう、
次期ガバナーに呼びかけました。  
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協議会に先立ち、会長エレクトは、「模範を示して導く」ために、次期ガバナー全員
がロータリー財団に寄付を行うよう求めました。その結果、全 537地区のガバナー・
エレクトから寄付が寄せられ、さらに RI理事会と財団管理委員会も全員が寄付した
ことにより、総額で 675,412ドルが集まったことが、会長エレクトから発表されまし
た。「もし私が寄付をお願いしていなければ、これだけの寄付は集まらなかったので
はないか」と話す会長エレクトは、次のように続けました。「これは、今日ここにい

る私たち全員が心得ておくべきことだと思います。誰かに何かをしてもらいとき、相
手がそれに気づいて自発的に行動するのを待つか、お願いするか、二つの選択肢があ

りますが、後者のほうがずっと理にかなっているのではないでしょうか」  

会長エレクトはさらに、これが会員増強にも当てはまると述べ、新会員候補者に入会
をお願いすることは全ロータリアンの責任であると強調しました。国際キワニスの青

少年プログラム、キー・クラブに所属していた自らの高校時代に触れ、「自分はいつ
かキワニアンになるだろうと思っていた」と語るバートン会長エレクト。しかし、実

際に入会を誘ってきたのはオクラホマ州のノーマン・ロータリー・クラブだったこと
から、結果的にロータリーに入会することになったと話します。「ですから、まずは

お願いすることが重要なのです」  

さらに、会員増強の活動は新会員を入会させたときに終わるのではないと、会長エレ

クトは訴えます。「入会した新会員がロータリーに積極的に参加し、ロータリーによ
って意欲を高め、ロータリーの奉仕のパワーで人々の人生を豊かにできるようになっ

て初めて、仕事が終わったことになるのです」 
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世界理解月間	 
	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 国際ロータリー第２５６０地区	 

	 	 	 	 2012〜2013 年度	 ガバナー	 	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 鈴木	 重壱（長岡 RC）	 
  

	 親愛なるロータリアンの皆様、厳しい寒さが続きますがお元気にお過ごしでしょう

か。	 

今月は山崎堅輔ガバナーエレクト年度のペッツが 2月 23 日に開催されます。	 

皆様の絶大なるご支援を山崎年度へもお願い申し上げます。	 

	 さて、1905 年 2 月 23 日は、ポール･ハリスがスターバス･ローア、シルベスター･

シール、ハイラム･ショーレーの４人でシカゴで始めて会合を開いた日で、この日は

ロータリーの創立記念日です。よって２月は「世界理解月間」と指定されています。	 

	 この月間中、ロータリー･クラブは世界平和に不可欠なものとして、理解と善意を

強調するクラブ･プログラムを行うよう要請されています。	 

	 また、2 月 23 日の創立記念日は、世界理解と平和の日(World	 Understanding	 and	 

Peace	 Day)と定められ、各クラブはこの日、国際理解と友情と平和へのロータリーの

献身を特に認め、強調しなければなりません。	 

	 さらに 2 月 23 日に始まる１週間を「世界理解と平和週間」と呼び、ロータリーの

奉仕活動を強調することを決議しました。特に田中作次 RI 会長年度では「奉仕を通

じて平和を」の RI テーマの下にロータリアンと地域リーダーの平和への関心を高め

ることを目的として「世界平和フォーラム」がベルリン・ホノルル・広島の世界三カ

国で開催されます。	 日本では「平和はあなたから始まる」をテーマに、２０１３年

５月１７～１８日に開催されます。	 

	 地区大会でのご挨拶にも触れさせていただきましたが「人類史上、例を見ない原子

爆弾投下によって甚大かつ悲惨な被害をこうむった日本人」として、二度と再び「戦

争」を起こさない「非戦の誓い」と共に「すべての人類の平和」への知恵と具体的ア

クションをロータリーの活動を通じて全世界に発信する機会となります。	 

	 と同時に、次世代に向けて確実に平和の大切さを伝え継ぐためにも重要なフォーラ

ムと位置付けられております。	 

	 あらゆる命を育んでくれる地球という「水と緑の惑星」を、人類は英知を結集して

守り伝えてゆかねばなりません。	 

	 なかでも「世界平和」を究極の目標に据えているわれらロータリアンは、世界中の

ロータリーネットワークを駆使して「世界平和への先達として」その役目を背負う勇

気と決断が求められています。	 
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第 1回青少年交換オリエンテーション	 
ROTEX 主催クリスマス会	 

	 

国際ロータリー第２５６０地区	 

2012〜2013年度	 青少年交換委員会	 委員長	 

倉茂 章（頸北RC） 

昨年 12 月 23 日（日）ANA クラウンプラザホテルで第 1 回青少年交換オリエンテ

ーションと ROTEX（青少年交換学友）主催のクリスマス会が開催されました。当日は、

鈴木重壱ガバナー、佐々木昌敏ガバナーノミニーのご来賓に加え関係者総勢 31

名のご参加をいただきました。 

第 1 部 1 年派遣候補学生に対するオリエンテーションでは、今年 8 月に派遣予

定の学生に対し、「ロータリーの交換学生としての心構え」を中心に説明を行いまし

た。この派遣候補学生は昨年 11 月 25 日の選考試験により選抜された新発田 RC

推薦の渡邉瞳さん（敬和学園高校 1 年）と糸魚川 RC 推薦の猪又彬さん（上越高校

2 年）の 2 名です。ロータリーの青少年交換は単なる語学研修や観光旅行ではあり

ません。派遣候補学生にはロータリー親善大使としての使命があり、目的意識を明

確にするようにお話をいたしました。 

第 2 部では、派遣候補生、来日学生のスピーチ、ROTEX からのアドバイスがあり

ました。派遣候補生の渡邉瞳さんは世界の貧困問題に対する「志」あふれるスピー

チをしてくれました。ブラジルからの来日学生のガビー（ガブリエラ）さんは流ちょうな

日本語で、引っ込み思案だった自分が日本に来てたくさんの友達が出来、ブラジル

で感じていた孤独感がなくなったと笑顔で語ってくれました。また、ROTEX の木村梓

さん（2010～2011 米派遣）は自身の留学体験からのアドバイスを原稿も見ずに 20

分も話してくれました。彼女が派遣候補生だった時から比べ、見違えるほど成長した

姿を見せてくれました。 

ROTEX 主催クリスマス会は、ROTEX 会長の宮川明也君（新潟大学大学院生）

が中心となり、クイズ大会、プレゼント交換等の催しを行い、来日学生、派遣候補学

生、ホストファミリーの皆さんと楽しい時間を過ごすことが出来ました。 

ロータリーを通じて人と人との出会いがあります。この出会いには必ず意味があり、

この出会いを大切にすることが、当委員会の務めでもあると感じる 1 日でした。 
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｢インターアクトクラブ献血活動報告｣	 
新潟５校ｲﾝﾀｰｱｸﾄｸﾗﾌﾞ合同奉仕実行委員会	 

	     	 	 	 	 	  新潟県立新潟向陽高等学校	 	 	  
顧問	 鈴木	 明美 

 
	 国際ロータリー第２５６０地区 

新潟中央ロータリークラブ 
新世代奉仕委員長	 高田	 政俊	 

インターアクト委員長	 箕輪	 光泰 
 
	 参加証をご手配頂きました事業を下記の通り終了しましたのでご報告申し上げます。有難う御

座いました。	 

１．事業名	 	 	 	 	 	 クリスマス年末年始献血呼びかけキャンペーン「あなたの愛を！！」	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 街頭呼びかけ運動＆呼びかけコンサート	 

２．主	 催	 	 	 	 	 	 新潟５校インターアクトクラブ合同奉仕実行委員会	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 新潟明訓高等学校インターアクトクラブ	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 敬和学園高等学校インターアクトクラブ	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 東京学館新潟高等学校インターアクトクラブ	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 新潟県立新潟向陽高等学校インターアクトクラブ	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 日本文理高等学校インターアクトクラブ	 

３．共	 催	 	 	 	 	 	 新潟県赤十字血液センター	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 万代シテイ商工連合会商店振興組合	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 新潟市内ロータリークラブ	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 新潟ロータリークラブ	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 新潟東ロータリークラブ	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 新潟北ロータリークラブ	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 新潟中央ロータリークラブ	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 新潟万代ロータリークラブ	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 新潟南ロータリークラブ	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 新潟西ロータリークラブ	 

４．後援	 	 	 	 	 	 	 新潟県	 	 ＮＨＫ新潟放送局	 	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 新潟日報社	 ＢＳＮ新潟放送	 ＮＳＴ	 ＴｅＮＹテレビ新潟	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ＵＸ新潟テレビ 21	 読売新聞新潟支局	 朝日新聞新潟総局	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 毎日新聞新潟支局	 産経新聞新潟支局	 

５．協	 賛	 	 	 	 	 	 ロータリークラブ会員企業各社及び万代シテイ商工連合会商店振興組合	 

６．期	 日	 	 	 	 	 	 平成２４年１２月２３日（祝日）	 

７．会	 場	 	 	 	 	 	 万代シテイバスセンター２Ｆ広場	 

８．参加者	 	 	 	 	 	 高校生及び顧問教師	 １７２名	 ロータリークラブ会員他	 ６３名	 

９．事業概要	 	 	 	 	 年末年始の時期は血液不足になるため、献血を呼びかける奉仕活動を展	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 開、具体的には街頭でのチラシ配布と呼びかけコンサートで啓蒙を図る	 

10.	 献血者数	 	 	 	 	 献血バス	 ７３名	 	 献血ルームばんだいゆとりろ	 １５７名	 	 合計	 

２３０名	 
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『水芭蕉生息地環境整備事業と	 

	 	 	 花さか爺さんプロジェクト』	 
 

巻ロータリークラブ	 幹事 
佐伯	 栄敞 

 
当クラブは 12 年間続けている事業があります。それは、昭和３５年２月Ⅰ２日に
天然記念物水芭蕉自生地に指定を受けた環境整備事業であります。その場所は指定を

受けながら、人知れず山間にあり、手入れもされず、草に埋もれていたものを水の流

れを良くして、周りの間伐材を除けて、杭を打ちながら、１２年間見守り続けました。 
そのお蔭で、水芭蕉も増えて花の時期には多くの人達も訪れるようになりました。作

業は毎年４月２９日と決めて会員が慣れない仕事をみんなで汗を掻きながら一同、達

成感を味わっています。	 	 	 	 	 	 	 	 数年前から、その日に北国街道沿いにある、

旧三根山藩の茶塚に花さか爺さんプロジェクトで始めた、桜の植樹ゃレンギョウの植

樹の 
手入れも行っています。当クラブは、少ない会員ながら、継続事業を通じて会員間の

絆を深めています。 
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『頑張ってます！高田ロータリークラブ』	 
高田ロータリークラブ	 幹事	 

高坂	 光一	 

	 

当クラブは1955年に柏崎ロータリークラブをスポンサークラブに設立されました。

現在は 61 名で活動しています。その間、1994-1995 年度に大島精次氏、2010-2011 年

度には東山昕也氏と二名の地区ガバナーを輩出しました。	 

	 今期は 9月に中村会長の突然の逝去に伴い、遠藤副会長に会長職が代わり会員一丸

となって中村前会長方針「友情の輪を広げ、みんなで奉仕」の実践に取り組んでおり

ます。（中村前会長の逝去に際し、皆様から多くの弔意を賜りましたこと、あらため

て厚く御礼申し上げます。）	 

	 様々な活動に取り組んでおりますが、その中で社会奉仕活動を紹介します。以前よ

り河川清掃、植樹、鯉の放流等積極的に取り組んでまいりました。本年度も河川清掃

に加え地域の皆様に花と緑をより身近に感じてもらえたらと高田地区 57 町内へ花の

植栽プランター（ロータリークラブ名とロータリーマーク入り 228 個）の贈呈を行な

いました。	 

	 また、当クラブで提唱する高田ローターアクトクラブは増村会長を筆頭に、月一度

の公園・海岸清掃、除雪ボランティア等、ロータリーに劣らぬ活発な事業展開を行な

っています。今期は地区代表を輩出し３月 9日に開催されるローターアクト地区大会

に向け、仕事が終わり疲れている中、日々集まり遅くまで打ち合わせをしている姿に

ただただ頭が下がる思いです。是非、多くのロータリアンの皆様からローターアクト

地区大会に参加していただき、彼らを励ましてもらえたらと存じます。	 

	 以上、雑駁ですがクラブ紹介とさせていただきます。	 
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『新井発～未来を担う世代の国際交流～』	 

	 

新井ロータリークラブ	 

	 

	 わが新井ロータリークラブは、第７分区における第３番目のクラブとして 50 年以
上の歴史を誇っています。最盛期は 60名以上の会員を数えましたが、現在は 33名の
会員で活動しています。それでも雲田俊夫会長を中心として、みんな仲の良い、和や

かな雰囲気のクラブです。女性会員が少ないのが悩みの種ですが、今年は女性１名の

新加入があり、毎週水曜日の例会に花を添えてくれています。わがクラブの特色は、

伝統的に新世代奉仕に熱心だという事です。わがクラブが提唱する新井ローターアク

トクラブは、来年創立 40 周年を迎えます。その間何度も存続の危機にさらされまし
たが、「伝統あるアクトの火を消してはならない」との会員の熱い思いと支援によっ

て、その都度危機を乗り切ってきました。現在も会員２名という寂しい状況が続いて

いますが、アクトの例会には必ず数名の会員が参加し、当クラブの行事にアクターが

参加するなど、支援・交流を活発に行っています。また、わがクラブの佐藤明臣会員

が中心となって行っている留学生とのスキー交流会への支援も行っています。当初、

長岡高専のインターアクターと留学生を招いて始めた交流会でしたが、年々参加者が

増え、今年は全国から参加者が集まり、ついに 100名を超えるまでになりました。将
来的には第 2560地区全体の事業に発展できたらいいというのが、会員一同の思いで
す。ぜひ、上越地域にお越しの際は、当クラブの例会にご参加ください。 
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「糸魚川・世界ジオパークと緑の保全」	 

	 ～縄文の森づくり～	 
	 	 	 	 	 糸魚川ロータリークラブ	 

	 

糸魚川市は平成 21 年 8 月、日本で初めての「世界ジオパーク」に認定されました。

ジオパークとは地域の地質、文化、産物、風土など大地の恩恵の活用等を総合的に評

価し、大地の公園として認められたものが認定を受けるのです。日本最古のヒスイ文

化やフォッサマグナの起点、塩の道、カルスト台地の洞窟群などが世界に誇れる一級

品と評価されたのです。	 

現在、このジオパークと連携して当クラブが継続して取り組んでいる事業が、長者

ヶ原遺跡公園「縄文の森」植樹事業です。この事業は、当市がジオパークに認定され

る以前から、平成 14 年より約 10 年に亘り、次世代に残す市民の森を作ろうと継続し

て取り組んでいるもので、縄文遺跡・長者ヶ原遺跡公園の一角地に植樹して整備を行

ってきました。10 年間に約 400 本の胡桃・柴栗・白樫等、縄文時代に植生していた樹

木を再生目的で植樹し、毎年の草刈り、雪囲いを会員全員で行い、緑の保全に寄与し

ています。現在は「ロータリー財団地区補助金事業」として整備事業を実施しており、

補助金の有効活用を図っています。なかでも会員の手による毎年 2回行われる総出の

草刈りは賑やかで楽しい活動です。	 

長者ヶ原遺跡は日本最古のヒスイの加工工房があったという貴重な遺跡です。ここ

に縄文の森を再現し市民の皆さんから古代の夢とロマンを体験して戴く。これが私た

ちの目指すところです。	 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
⑩ 

「楽しい友好的なクラブ運営｣	 
糸魚川中央ロータリークラブ 

会長	 月岡輝夫 
 
私たちクラブは、糸魚川ロータリークラブ創立２０周年の記念事業として設立され、

2013年 6月をもって創立 33年目を迎えます。 
現在会員は 35名で、2012～2013年度はクラブ運営方針として『会員と共に楽しい
友好的なクラブ運営を行う』を掲げてスタートいたしました。和気藹々とした雰囲気

の例会が特徴です。例会場は本年度より糸魚川駅前にある｢ヒスイ王国館｣へ移り、

着々と進行している北陸新幹線と同糸魚川駅建設の様子を間近で感じながら例会を

毎週行っています。 
本年度は第 2560地区第 12回ライラ研修会が糸魚川で開催され、ホストクラブとし
てその運営を行いました。ライラ研修会冒頭では、東日本大震災以降、日本の地殻に

大きな変化が見られたことや、糸魚川ジオパークの紹介がされ、そのジオパーク(大
地の公園)を研修場とした 3 日間に及ぶ屋外中心の体験型リーダー研修を実施しまし
た。2560地区のロータリアン 92名、研修生 69名の参加をいただき厚くお礼申しあ
げます。 
また、例年継続して実施している事業としまして、糸魚川ロータリークラブと共に

新日本フィルハーモニー管弦楽団の方々を招き地域の皆様や子供たちに対して演奏

会を開催したり、少年野球大会の支援、メンバー同士の交流会として合同納涼会、合

同新年会を開催しています。 
今回で 5年目となりますが、糸魚川市教育委員会のご協力をいただき、自らの夢を
見つめ直し、実現に向けた道筋を立ててもらおうと｢ぼくの夢・わたしの夢｣と題した

作文を市内の小学 5年生より応募していただき、父兄、先生を例会に招いて優秀な作
文の発表、表彰式を行っています。 
その他、糸魚川ジオサイトの 1つでありますフォッサマグナミュージアム地内の草
刈りや、市内で開催されている各種イベントへの協賛を行い、地域活性化を目的とし

た奉仕活動を実行しています。 
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